
四
七

漢
字
學
硏
究　

第
六
號

キ
ー
ワ
ー
ド　

殷
金
文　

尊　

音
樂　

大
室

器
名　

御
尊
（
뎮
尊
）

時
代　

殷
晩
期

出
土不

詳
。
二
〇
一
三
年
秋
、「
中
國
文
物
諮
詢
中
心
」
に
お
い
て
初
め
て
本
器
の

実
物
が
提
示
さ
れ
た
。
こ
の
時
、
李
學
勤
・
呉
鎭
烽
・
郝
本
性
・
朱
鳳
瀚
の
四
氏

が
觀
た
が
、
こ
の
銅
器
の
銘
文
全
體
の
意
味
内
容
に
つ
い
て
は
、
詳
し
く
は
論
及

さ
れ
な
か
っ
た
。
た
だ
②
朱
鳳
瀚
の
注
一
に
よ
れ
ば
、
こ
の
時
、
呉
鎭
烽
と
の
閒

で
「
器
主
は
誰
か
」
と
い
う
話
に
な
り
、
器
主
は
「
뎮
」
で
あ
る
と
の
見
解
で
一

致
を
み
、加
え
て
「
鑒
定
意
見
書
」
に
も
「
뎮
尊
」
と
記
入
さ
れ
た
と
あ
る
。
な
お
、

「
뎮
」
字
に
つ
い
て
、本
稿
で
は
「
御
」
に
釋
文
す
る
（
本
稿
「
銘
文
」
欄
前
書
き
、

な
ら
び
に
「
銘
文
考
釋
」
欄
「
御
」
の
項
參
照
）。

收
藏　

米
國
某
氏
舊
藏
、
香
港
某
氏
現
藏

著
録
・
考
釋

①
a
呉
鎭
烽「
뎮
尊
銘
文
初
探
」（
復
旦
大
學
出
土
文
獻
與
古
文
字
研
究
中
心
網
站
、

二
〇
一
四
年
七
月
二
九
日
、http://w

w
w
.gw
z.fudan.edu.cn/W

eb/Show
/

2311

①
b
呉
鎭
烽
『
商
周
靑
銅
器
銘
文
暨
圖
像
集
成
續
編
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、

二
〇
一
六
年
）、790

。
ま
た
「
前
言
」
に
本
銘
の
考
釋
が
見
え
る
。

②
朱
鳳
瀚
「
新
見
商
金
文
考
釋
（
二
篇
）」（
復
旦
大
學
出
土
文
獻
與
古
文
字
研
究

中
心
編
『
出
土
文
獻
與
古
文
字
研
究
』
第
六
輯
、
二
〇
一
五
年
）

③
李
家
浩
「
大
万
尊
銘
文
釋
讀
」（
李
學
勤
主
編
・
清
華
大
學
出
土
文
獻
研
究
與

保
護
中
心
『
出
土
文
獻
』
第
八
輯
、
中
西
書
局
、
二
〇
一
六
年
）

著
録
等
略
稱

合
集　

郭
沫
若
主
編
・
中
國
社
會
科
學
院
歴
史
研
究
所
編
『
甲
骨
文
合
集
』（
中

華
書
局
、
一
九
七
七
〜
一
九
八
三
年
）

類
纂　

姚
孝
遂
主
編
・
蕭
丁
副
主
編
『
殷
墟
甲
骨
刻
辭
類
纂
』（
中
華
書
局
、

一
九
八
九
年
）

通
釋　

白
川
靜
『
金
文
通
釋
』（
白
川
靜
著
作
集
別
卷
、
平
凡
社
、
二
〇
〇
四
〜

金
文
通
解

御
尊

末　
　

次　
　

信　
　

行



御
尊

四
八

二
〇
〇
五
年
）

詁
林　

于
省
吾
主
編
『
甲
骨
文
字
詁
林
』（
中
華
書
局
、
一
九
九
六
年
）

集
成　

中
國
社
會
科
學
院
考
古
研
究
所
編『
殷
周
金
文
集
成（
修
訂
增
補
本
）』（
中

華
書
局
、
二
〇
〇
七
年
）

新
收　

鍾
柏
生
等
編
『
新
收
殷
周
青
銅
器
銘
文
曁
器
影
彙
編
』（
藝
文
印
書
館
、

二
〇
〇
六
年
）

銘
圖　

呉
鎭
烽
編
著
『
商
周
靑
銅
器
銘
文
曁
圖
像
集
成
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、

二
〇
一
二
年
）

器
制本

器
は
觚
を
太
く
し
た
よ
う
な
形
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
觚
形
尊
に
屬
す
（
林

巳
奈
夫
『
殷
周
時
代
靑
銅
器
の
研
究
（
殷
周
靑
銅
器
綜
覽
一
）』、
吉
川
弘
文
館
、

一
九
八
四
年
、
六
七
〜
六
八
頁
參
照
）。
ま
た
、
②
朱
鳳
瀚
は
、「
粗
體
觚
」
に
分

類
し
、
殷
虚
文
化
三
期
に
出
現
す
る
と
の
べ
る
。
以
下
、
①
b
呉
鎭
烽
と
②
朱
鳳

瀚
に
よ
る
。
通
高26.3

㎝
、
口
徑19.3

㎝
。
全
體
は
、
上
か
ら
頸
部
・
腹
部
・

圈
足
の
三
段
か
ら
な
る
。
腹
部
と
圈
足
の
境
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
。
頸
部
は
特

に
長
く
、
腹
部
は
出
っ
張
ら
ず
、
圈
足
は
や
や
短
か
目
で
あ
る
。
紋
飾
は
全
體
に

の
っ
ぺ
り
し
た
感
じ
で
、
頸
部
の
饕
餮
紋
と
蕉
葉
紋
は
や
や
淺
く
、
腹
部
と
圈
足

の
紋
飾
も
平
滑
で
角
張
っ
て
は
い
な
い
。
た
だ
、
腹
部
と
圈
足
の
デ
ザ
イ
ン
に
特

色
が
あ
る
。
腹
部
に
は
大
小
二
種
の
饕
餮
紋
が
正
面
と
背
面
に
み
ら
れ
、
そ
れ
ぞ

れ
左
右
對
稱
に
な
っ
て
い
る
。
正
面
と
背
面
の
饕
餮
紋
の
閒
に
は
立
鳥
紋
が
左
右

對
稱
に
配
置
さ
れ
、そ
の
對
に
な
っ
た
鳥
の
鉤
の
よ
う
な
爪
が
、互
い
に
嚙
み
合
っ

た
形
に
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
嚙
み
合
っ
た
爪
の
部
分
が
、
銅
器
製
作
時

の
範
型
と
範
型
と
の
縫
隙
上
に
位
置
す
る
點
も
珍
し
い
。
圈
足
の
紋
飾
は
、
二
組

の

龍
紋
が
正
面
と
背
面
に
み
ら
れ
、
左
右
對
稱
に
配
置
さ
れ
る
。

銘
文銘

は
銅
器
の
内
底
に
あ
る
。
五
行
三
六
字
（
第
一
行
目
六
字
、
第
二
〜
四
行
目

各
七
字
、
第
五
行
目
九
字
）。
銘
文
の
書
體
は
、
筆
寫
文
字
に
近
い
、
い
わ
ゆ
る

肥
筆
で
、
洗
練
さ
れ
て
お
り
、
拓
本
と
寫
眞
を
見
る
か
ぎ
り
、
三
六
文
字
全
體
の

バ
ラ
ン
ス
も
整
い
、
極
め
て
完
成
度
が
高
い
。
字
體
は
繁
體
が
多
く
採
ら
れ
て
い

る
（
例
：
婦
・
깻
・
댬
・
新
・
卿
・
酉
・
魯
・
御
・
賞
な
ど
）。

辛
未

（
婦
）
깻
갮
（
宜
）
才
（
在
）

댬
大
室
王
卿
（
饗
）
酉
（
酒
）
奏

御尊器影（① a呉鎭烽）



四
九

漢
字
學
硏
究　

第
六
號

咽
（
庸
）
新
갮
（
宜
）

（
坎
）
才
（
在
）
六
月

（
魯
）
十
冬
（
終
）
三
𦨶
（
朕
）
御

（
通
）

王
붮
（
賞
）
用
乍
（
作
）
父
乙
彝　

大
万

銘
文
考
釋

辛
未
、

（
婦
）
깻
갮
（
宜
）
才
（
在
）
댬
大
室
、

「
辛
未
」
は
干
支
の
一
。
干
支
番
號
は
8
。

「

（
婦
）」
は
、
卜
辭
に
は
「
帚
」
と
さ
れ
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
。
金
文
に

は
「
婦
」
と
あ
り
、「
女
」
が
付
け
ら
れ
る
（
赤
塚
忠
「
殷
金
文
考
釋
」（『
中
國

古
代
の
宗
敎
と
文
化
』、
角
川
書
店
、
一
九
七
七
年
）
の
「
婦
人
器
金
文
」
參
照
）。

卜
辭
で
は
第
五
期
に
も
「
帚
」
で
表
現
さ
れ
、
第
一
期
に
は
「
帚
女
」
と
も
讀
め

る
も
の
が
、
僅
少
例
と
し
て
あ
る
（
類
纂
、
一
一
五
一
頁
）。

「
깻
갮
（
宜
）」
は
、
①
呉
鎭
烽
・
②
朱
鳳
瀚
と
も
に
「
깻
」
は
「
尊
」
に
同
じ

と
し
、
①
呉
鎭
烽
は
「
置
酒
、
陳
設
、
進
獻
」
の
意
味
、
②
朱
鳳
瀚
は
「
奉
置
」

の
意
味
と
す
る
。「
갮
（
宜
）」
に
つ
い
て
、
①
呉
鎭
烽
は
「
膳
肴
」（
す
す
め
る
・

供
す
）
の
意
味
と
し
、
②
朱
鳳
瀚
は
卜
辭
（
合
集32125

・
歴
二
）「
甲
寅
貞
、

來
丁
巳
尊

于
父
丁
、
宜
三
十
牛
。」【
甲
寅
貞
ふ
、
來
た
る
丁
巳

を
父
丁
に
尊お

き
、
三
十
牛
を
宜
せ
ん
か
。】
を
引
き
、
波
線
部
分
に
對
し
て
、「
三
十
牛
を
分つ

ぶ解

し
、
牛
肉
を
祭
に
獻
ず
」
と
解
釋
し
、「
宜
」
の
本
義
は
「
殺
牲
」
と
す
る
。

「
깻
宜
」
に
つ
い
て
は
白
川
靜
（
通
釋
六
、
24
令
簋
）
に
解
説
が
あ
る
。
重
要

な
指
摘
は
、「
깻
宜
」
の
對
象
、つ
ま
り
「
깻
宜
」
を
受
け
る
側
に
生
者
と
死
者
（
神
）

の
兩
種
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
小
盂
鼎
（
集
成2839

）
の
「
邦

賓
깻
其
旅
服
」
を
引
用
し
、「
君
王
出
行
の
際
な
ど
に
깻
宜
の
儀
禮
が
行
わ
れ
、

特
に
そ
の
地
の
豪
族
が
깻
宜
獻
醴
し
て
、
一
種
の
魂
振
り
儀
禮
を
獻
じ
た
も
の
」

と
述
べ
る
。
こ
れ
を
要
す
る
に
、誰
（
何
者
）
が
誰
（
何
者
）
に
對
し
て
「
깻
宜
」

す
る
か
を
明
確
に
す
る
必
要
を
明
示
す
る
。
ち
な
み
に
②
朱
鳳
瀚
は
、
死
者
に
對

す
る
尊
宜
は
、「
奉
置
殺
牲
」
の
意
味
に
、
生
者
に
對
す
る
尊
宜
は
、「
設
置
饌
肴
」

の
意
味
に
理
解
す
る
。
そ
の
う
え
で
、②
朱
鳳
瀚
は
こ
の
場
合
の
意
味
と
し
て
は
、

「
婦
在
댬
地
之
大
室
設
置
了
饌
肴

0

0

0

0

0

」
に
解
し
、
宴
席
を
設
け
る
こ
と
と
す
る
。

こ
こ
で
は
②
朱
鳳
瀚
に
從
い
、「
婦
」
が
、「
王
」
な
ら
び
に
「
王
」
に
招
待
さ

れ
た
賓
客
の
た
め
に
「
깻
宜
」
し
た
と
解
し
て
お
く
。

「
댬
」は
、①
呉
鎭
烽
は
地
名
と
し
、異
體
字
と
し
て「
럠
」「
댴
」「
럡
」「

」「
댝
」

を
指
摘
す
る
。
こ
れ
ら
の
文
字
は
、
商
代
晩
期
の
宰

角
、
戍
嗣
子
鼎
、
版
方
鼎
、

古
亞
簋
、
西
周
早
期
の
利
簋
、
럡
監
引
鼎
な
ど
に
見
え
る
と
し
、
さ
ら
に
西
周
中

期
の
新
邑
鼎
と
匍

の
銘
文
に
「
柬
」
と
あ
る
の
も
こ
の
字
に
當
た
る
と
す
る
。

御尊銘文拓本（① a呉鎭烽）



御
尊

五
〇

ま
た
、
こ
こ
に
「
宗
廟
大
室
」
を
設
け
、「
祭
祀
活
動
」
と
「
賞
賜
臣
下
」
の
行

事
を
行
っ
た
と
す
る
。
②
朱
鳳
瀚
は
、
金
文
中
に
「
댬
」「
댬

」
と
あ
る
の
は
、

「
商
末
商
王
經
常
來
活
動
的
重
要
聚
落
」
と
す
る
。

當
該
地
が
ど
こ
に
あ
る
の
か
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
る
。
主
た
る
説
と
し
て
、

（
A
）「
鄭
州
」
説
・（
B
）「
安
陽
」
説
・（
C
）「
濮
陽
」
説
・（
D
）「
鶴
壁
」
説

を
つ
ぎ
に
と
り
上
げ
た
い
。

（
A
）「
鄭
州
」
説

于
省
吾
は
、
利
簋
（
集
成4131
）
に
見
え
る
「
댬
」
を
管
と
讀
む
。
管
を
「
後

起
之
借
字
」
と
し
、
管
叔
の
封
地
、『
括
地
志
』
に
み
え
る
「
鄭
州
管
縣
」
で
あ

る
と
す
る
（「
利
簋
銘
文
考
釋
」、『
文
物
』
一
九
七
七
年
第
八
期
）。
徐
中
舒
も
、

于
省
吾
説
を
受
け
て
管
に
讀
む
。
そ
の
地
は
「
殷
都
朝
歌
」
か
ら
「
不
遠
」
の
所

と
し
、「
聲
韻
（
音
通
）」
と
「
地
望
（
地
理
的
位
置
）」
か
ら
于
説
を
「
可
信
」

と
す
る
（「
關
於
利
簋
銘
文
考
釋
的
討
論
」、『
文
物
』
一
九
七
八
年
第
六
期
）。
ま

た
、
楊
寛
も
于
省
吾
・
徐
中
舒
兩
説
を
妥
當
と
す
る
。
管
は
「
大
邑
商
」
内
、
す

な
わ
ち
殷
の
王
畿
内
の
「
別
都
」
で
あ
り
、商
代
か
ら
の
舊
稱
と
し
て
理
解
す
る
。

周
初
に
管
叔
が
封
ぜ
ら
れ
た
管
國
も
こ
こ
で
、
鄭
州
商
城
に
當
た
り
、
商
代
後
期

に
も
「
別
都
」
と
し
て
機
能
し
、
宗
廟
が
置
か
れ
、
臣
下
に
賞
賜
を
與
え
る
所
で

あ
っ
た
と
す
る
（『
中
國
都
城
の
起
源
と
發
展
』、
學
生
社
、
一
九
八
七
年
、
四
八

〜
五
二
頁
）。

（
B
）「
安
陽
」
説

黄
盛
璋
は
、
利
簋
に
み
え
る
「
댬
」
を

と
讀
み
、
安
陽
殷
虚
を
流
れ
る

水

の
こ
と
で
、
川
の
名
を
と
っ
て
名
づ
け
ら
れ
た
と
す
る
。
利
簋
銘
文
は
、
武
王
が

甲
子
の
日
に
都
・
朝
歌
を
攻
略
し
て
か
ら
、
八
日
目
の
辛
未
の
日
に
到
着
し
た
の

が
「
댬
」
の
地
で
、
宗
廟
は
、
朝
歌
遷
都
（『
帝
王
世
紀
』
の
説
）
後
も
殘
さ
れ

て
い
た
と
す
る
（
前
掲
「
關
於
利
簋
銘
文
考
釋
的
討
論
」）。

（
C
）「
濮
陽
」
説

王
震
中
は
、
金
文
中
の
「
闌
」
を
管
と
す
る
于
省
吾
説
に
從
う
も
の
の
、
管
の

地
理
的
位
置
が
鄭
州
に
あ
る
と
い
う
説
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
否
定
す
る
論
を
展

開
し
、
つ
ぎ
の
四
項
目
に
つ
き
檢
討
を
加
え
る
。

a
「
三
監
の
地
理
的
範
圍
は
黄
河
を
越
え
ず
、
鄭
州
に
達
し
な
い
こ
と
」

b
「『
建
管
叔
于
東
』（『
逸
周
書
』
作
雒
解
の
東
は
鄭
州
で
は
な
い
こ
と
）

c
「
商
代
の
衞
と
周
初
に
康
叔
の
封
ぜ
ら
れ
た
衞
と
は
規
模
な
ら
び
に
所
在
地
が

異
な
る
こ
と
」

d
「
晩
商
の
闌
邑
は
、
考
古
學
上
か
ら
も
鄭
州
に
在
ら
ざ
る
こ
と
」

以
上
の
四
項
目
に
つ
い
て
考
察
し
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
結
論
づ
け
る
。
商
代
の
管

邑
と
周
初
三
監
の
管
叔
封
地
の
管
は
鄭
州
一
帶
に
は
な
く
、
朝
歌
以
東
の
商
代
の

衞
の
範
圍
、
す
な
わ
ち
濮
陽
一
帶
に
あ
る
と
す
る
の
が
妥
當
で
あ
る
と
す
る
。
こ

の
濮
陽
一
帶
が
「
管
」
と
も
「
東
」
と
も
「
衞
」
と
も
呼
ば
れ
、文
獻
中
に
は
「
建

管
叔
于
東
」（
前
出
）、「
自
殷
都
以
東
爲
衞
、
管
叔
監
之
」（『
史
記
』
周
本
紀
の

正
義
に
引
く
『
帝
王
世
紀
』）、「
王
在
管
、
管
叔
自
作
殷
之
監
」（『
逸
周
書
』
大

匡
解
）
な
ど
と
記
さ
れ
る
。
な
お
、「
管
」「
東
」「
衞
」
に
つ
い
て
、
甲
骨
文
字

に
は
「
官
」「
東
」「
衞
」
字
は
す
で
に
あ
る
と
し
、鄭
傑
祥
『
商
代
地
理
概
論
』（
中

州
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
四
年
）
に
み
え
る
説
な
ど
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
關

連
卜
辭
を
引
用
し
て
論
じ
て
い
る
。

（
D
）「
鶴
壁
」
説

①
呉
鎭
烽
は
、
于
省
吾
・
徐
中
舒
・
黄
盛
璋
・
雷
晉
豪
な
ど
の
諸
説
を
と
り
上
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げ
た
う
え
で
、
雷
晉
豪
説
を
ベ
タ
ー
と
す
る
。
雷
晉
豪
は
「
댬
」
を
管
と
讀
む
于

説
に
同
意
す
る
が
、
地
理
的
に
は
鄭
州
で
は
な
く
、
戰
國
時
代
の
趙
の
顯
（
獻
）

侯
の
都
・
中
牟
（
河
南
省
鶴
壁
市
淇
濱
區
大
河
澗
郷
）
と
す
る
（「
金
文
中
〝
댬
〞

地
及
其
軍
事
地
理
新
探
」、『
歴
史
地
理
』
第
二
六
輯
）。
中
牟
は
河
北
と
鄭
の
兩

地
に
あ
る
と
さ
れ
、「
獻
侯
少
即
位
、治
中
牟
」（『
史
記
』
趙
世
家
）
の
索
隱
に
「
此

趙
中
牟
在
河
北
、
非
鄭
之
中
牟
」
と
あ
り
、
雷
説
の
中
牟
は
黄
河
の
北
に
位
置
し
、

安
陽
の
西
南
約
20
㎞
の
地
點
に
あ
り
、
東
南
約
30
㎞
に
は
朝
歌
（
紂
都
）
が
あ
る

處
と
さ
れ
る
。

「
댬
」
地
に
つ
い
て
の
諸
説
の
主
た
る
も
の
は
以
上
で
あ
る
。
諸
説
の
う
ち
い

ず
れ
が
妥
當
で
あ
る
か
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
た
だ
、
諸
説
を
檢

討
し
て
い
て
、
例
え
ば
、
唐
蘭
の
場
合
、「
闌
是
地
名
、
據
宰
鼎
、
闌
地
有
太
室
、

應
在
殷
都
附
近
。
此
時
、
周
王
朝
在
掃
蕩
殷
紂
軍
隊
的
殘
部
、
武
王
不
會
離
殷
都

太
遠
」（「
西
周
時
代
最
早
的
一
件
銅
器
利
簋
銘
文
解
釋
」
注
⑥
、『
文
物
』

一
九
七
七
年
第
八
期
）
と
す
る
が
、
殷
都
が
ど
こ
か
明
示
し
て
い
な
い
の
で
、
朝

歌
と
推
定
で
き
て
も
確
證
は
な
い
。
つ
ま
り
、
殷
代
の
王
畿
を
ど
の
範
圍
に
考
え

る
か
と
い
う
問
題
、宗
廟
の
有
無
と
の
關
わ
り
や
國
都
か
別
都
か
の
問
題
な
ど
が
、

「
댬
」
地
の
比
定
に
絡
ん
で
い
る
こ
と
は
指
摘
で
き
る
。

「
大
室
」
の
名
稱
は
卜
辭
に
も
み
え
、「
祭
祀
」
や
「
治
事
」
の
行
わ
れ
る
場
所

と
さ
れ
る
（
陳
夢
家
『
殷
虚
卜
辭
綜
述
』、
四
七
九
頁
）。「
治
事
」
の
卜
辭
例
と

し
て
、「
甲
戌
王
卜
…
…
大
室
…
…
令
」（
合
集38222

、黄
組
）
を
補
足
し
て
お
く
。

な
お
、
卜
辭
に
は
「
東
室
」「
西
室
」「
南
室
」
と
い
う
名
稱
も
あ
る
。
こ
れ
ら
の

室
名
を
考
古
學
的
發
掘
成
果
に
照
合
す
る
と
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
る
。
當
時
の
宮

殿
な
ど
が
、
い
わ
ゆ
る
四
合
院
式
の
建
築
樣
式
を
基
本
と
す
る
と
こ
ろ
か
ら
、「
大

室
」
が
正
殿
で
北
に
位
置
し
、「
東
室
」「
西
室
」「
南
室
」
が
、
そ
れ
ぞ
れ
東
廡
・

西
廡
・
南
廡
の
建
築
物
に
相
當
し
、こ
れ
ら
の
建
築
物
が
庭
を
と
り
圍
む
形
式
（
回

字
形
）
に
な
っ
て
い
る
（
王
震
中
『
商
代
都
邑
』、
中
國
社
會
科
學
出
版
社
、

二
〇
一
〇
年
、九
七
頁
な
ど
。
ま
た
、田
中
淡
『
中
國
建
築
史
の
研
究
』、弘
文
堂
、

一
九
八
九
年
、
第
一
〜
二
章
參
照
）。
ち
な
み
に
、
本
銘
に
み
え
る
饗
宴
や
樂
曲

の
演
奏
あ
る
い
は
舞
踊
の
場
所
と
し
て
は
、「
大
室
」
の
み
な
ら
ず
、「
大
室
」
の

南
側
の
い
わ
ゆ
る
堂
や
堂
下
の
庭
が
用
い
ら
れ
た
は
ず
で
あ
る
（
王
國
維
「
釋
樂

次
」、『
觀
堂
集
林
』
卷
二
參
照
）。

王
卿
（
饗
）
酉
（
酒
）、
奏
咽
（
庸
）
新
갮
（
宜
）

（
坎
）。
才
（
在
）

六
月
。

「
王
」
は
、
①
呉
鎭
烽
は
商
王
と
し
、
尊
の
器
制
・
紋
飾
な
ら
び
に
銘
文
の
字

體
の
特
徴
か
ら
、「
乙
辛
時
期
」
と
し
、「
댬
」
で
の
祭
祀
宴
饗
か
ら
、
帝
辛
、
す

な
わ
ち
紂
王
と
推
定
す
る
。

「
奏
咽
（
庸
）」
は
、
鏞
に
よ
る
演
奏
を
奉
じ
る
意
味
。「
庸
」
に
つ
い
て
は
李

純
一
の
考
證
が
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
鐃
の
こ
と
と
す
る
。
李
氏
に
よ
れ
ば
、
庸
と
は

銅
製
の
合
瓦
形
を
し
た
撃
奏
體
鳴
樂
器
と
し
、
商
代
晩
期
に
流
行
し
た
と
す
る
。

『
中
國
上
古
出
土
樂
器
綜
論
』（
文
物
出
版
社
、
一
九
九
六
年
）
第
五
章
で
庸
を
論

じ
、「
庸
名
和
起
源
的
探
討
（
第
一
節
）」「
型
式
（
第
二
節
）」「
編
庸
的
組
合
（
第

三
節
）」
に
つ
い
て
、
考
古
學
的
發
掘
品
を
中
心
に
、
卜
辭
例
、『
詩
經
』
な
ど
の

古
文
獻
を
引
用
し
て
總
合
的
に
考
察
し
て
い
る
。

「
新
갮
（
宜
）

（
坎
）」
に
つ
い
て
、
①
呉
鎭
烽
は
、「

」
の
意
符
「
田
」
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は
「
土
」
に
代
替
し
う
る
と
し
て
「
新
宜
坎
」
と
し
、
文
獻
と
卜
辭
か
ら
樂
曲
名

あ
る
い
は
音
律
名
と
す
る
。
具
體
的
に
は
、「
新
宜
坎
」（
一
樂
曲
名
）
と
す
る
場

合
、「
新
宜
と
坎
」（
二
樂
曲
名
）
と
す
る
場
合
、「
新
と
宜
と
坎
」（
三
樂
曲
名
）

と
す
る
場
合
の
い
ず
れ
の
可
能
性
も
あ
る
と
し
、
こ
う
し
た
樂
曲
に
は
舞
蹈
が
伴

う
も
の
と
す
る
。
②
朱
鳳
瀚
は
、①
呉
鎭
烽
と
同
樣
に
「

」
を
「
坎
」
と
讀
み
、

『
詩
經
』
陳
風
・
宛
丘
の
「
坎
其
撃
鼓
」
を
引
き
、
毛
傳
に
「
坎
坎
、
撃
鼓
聲
」

と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、「
坎
」
は
「
鼓
曲
、
鼓
調
」
を
指
し
、「
新
宜
坎
」
を
新
し

く
專
ら
宴
饗
の
爲
に
作
っ
た
鼓
調
の
こ
と
と
す
る
。
ま
た
「
新
」
に
つ
い
て
は
、

卜
辭
中
に
も
「
新
奏
」「
舊
奏
」
の
用
語
が
み
ら
れ
る
と
す
る
。

こ
こ
で
は
、「
新
宜
坎
」
を
一
樂
曲
名
と
し
、
從
來
無
か
っ
た
新
し
い
曲
調
あ

る
い
は
鼓
調
の
曲
と
し
て
、
一
應
理
解
し
て
お
く
。

（
魯
）
十
冬
（
終
）
三
𦨶
（
朕
）、御

（
通
）
王
붮
（
賞
）、用
乍
（
作
）

父
乙
彝
。
大
万
。

「

（
魯
）」
は
、①
呉
鎭
烽
は
「

」
と
し
、金
文
中
で
初
出
の
文
字
と
し
、「
經

由
」
の
意
味
に
と
る
。
②
朱
鳳
瀚
は
、「

」
と
す
る
の
は
①
呉
鎭
烽
に
同
じ
で

あ
る
が
、「
由
」
が
共
通
す
る
こ
と
で
「
迪
」
と
讀
め
る
と
し
、「

、定
母
幽
部
字
、

迪
、
定
母
覺
部
字
、
幽
覺
陰
入
對
轉
」
と
し
、
さ
ら
に
『
廣
雅
』
釋
言
の
「
迪
、

蹈
也
」
の
王
念
孫
疏
證
の
「
迪
・
蹈
古
同
聲
」
を
引
き
、「
舞
蹈
」
の
意
味
と
す
る
。

筆
者
は
、「
魯
」
の
異
體
字
と
し
、「
嘉よ

み

す
」
の
意
味
に
讀
む
。
于
省
吾
「
釋
魯
」

（『
雙
劍

殷
契
駢
枝
』
五
三
葉
、
一
九
四
〇
年
序
文
）
に
、
甲
骨
文
・
金
文
・
文

獻
の
例
を
あ
げ
、「
魯
」
を
「
嘉
」
の
意
味
と
す
る
。
ま
た
、『
詁
林
』
の
「
魯

1813

」
の
項
を
參
照
。

「
冬
（
終
）」
は
、①
呉
鎭
烽
は
、「
一
章
樂
」
が
演
奏
し
終
わ
る
こ
と
を
「
一
終
」

と
す
る
と
し
て
、『
儀
禮
』
や
『
禮
記
』
な
ど
の
傳
世
文
獻
を
利
用
す
る
。
②
朱

鳳
瀚
も
同
説
で
あ
る
が
、「
樂
章
」
を
舞
い
終
わ
る
こ
と
に
解
す
る
。

「
𦨶
（
朕
）」
に
つ
い
て
は
、
①
呉
鎭
烽
は
、
つ
ぎ
の
（
A
）（
B
）（
C
）
の
三

説
が
あ
る
と
し
、（
C
）
説
を
ベ
タ
ー
と
す
る
。

（
A
）「
騰
」
と
讀
ん
で
「
跨
越
」（
上
升
・
登
上
）
の
意
味
と
す
る
説
。
引
申

し
て
「
高
潮
」
の
意
味
と
す
る
。「
八
音
」
合
奏
時
、鎛
鐘
で
始
ま
り
、特
磬
を
打
っ

て
、
こ
れ
を
「
一
終
」
と
す
る
。「
三
騰
」
と
は
、「
演
奏
中
金
聲
玉
振
三
次
出
現

高
潮
」
と
す
る
。

（
B
）「
稱
」
に
通
じ
る
と
す
る
説
。
通
假
字
で
、「
稱
頌
」
の
意
味
と
す
る
。

（
C
）「
成
」
に
通
じ
る
と
す
る
説
。
通
假
字
で
、「
三
朕
」
は
「
三
成
」
の
意

味
と
す
る
。
こ
の
根
據
と
し
て
、『
儀
禮
』
燕
禮
「
大
師
告
于
樂
正
曰
正
歌
備
」

の
鄭
玄
注
「
正
歌
者
、
升
歌
及
笙
各
三
終
、
閒
歌
三
終
、
合
樂
三
終
爲
一
備
。
備

亦
成
也
」
に
求
め
る
。

②
朱
鳳
瀚
は
、「
朕
」
の
意
味
に
つ
い
て
は
「
不
能
確
知
」
と
し
、こ
こ
で
は
「
騰
」

に
讀
め
る
ら
し
い
と
し
、『
玉
篇
』
の
「
騰
、
上
躍
也
」
を
引
く
。

以
上
の
諸
説
に
つ
い
て
、
①
呉
鎭
烽
の
あ
げ
る
（
A
）
が
樂
器
演
奏
の
文
脈
で

理
解
し
よ
う
と
す
る
の
に
對
し
て
、
②
朱
鳳
瀚
は
、
舞
蹈
と
の
文
脈
で
解
し
、「
三

朕
」
を
「
多
次
騰
躍
」
と
理
解
す
る
。

「
朕
」
の
意
味
に
つ
い
て
、
こ
こ
で
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
理
解
し
て
お
く
。
馬
如

森
説
に
「
從
舟
、
從
雙
手
、
從
｜
、
｜
疑
象
船
楫
。」（『
殷
墟
甲
骨
文
引
論
』、
東

北
師
範
大
學
出
版
、一
九
九
三
年
、五
〇
五
〜
五
〇
六
頁
）
と
あ
り
、本
義
は
「
播
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船
」
と
す
る
。
馬
説
に
し
た
が
う
と
操
船
を
意
味
し
、
し
た
が
っ
て
、「
朕
」
と

は
船
頭
と
も
理
解
し
う
る
。
こ
こ
か
ら
、「
王
」
が
「
國
の
舵
取
り
役
」
と
い
う

意
味
が
生
じ
、「
王
」
の
自
稱
と
な
っ
た
ら
し
い
。
ま
た
、「
朕
」
の
本
義
を
「
播
船
」

と
す
る
と
、
意
味
上
か
ら
は
「
航
」
と
な
る
。「
航
」
は
後
出
の
文
字
で
、『
方
言
』

九
に
「
舟
、
自
關
而
東
、
或
謂
之
航
」
と
あ
り
、「
關
東
」
の
方
言
と
さ
れ
る
が
、

「
航
」
に
は
「
渡
」
の
意
味
も
あ
る
。
舟
が
向
こ
う
岸
に
渡
る
こ
と
か
ら
連
想
さ

れ
る
が
、「
朕
」
に
も
「
渡
」
の
意
味
が
生
じ
た
と
す
る
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
。

こ
こ
で
は
、「
朕
」
を
「
渡
る
」
あ
る
い
は
囘
數
の
意
味
に
と
り
た
い
。
文
脈
を

合
わ
せ
勘
案
し
、「
三
朕
」
は
「
三
度
く
り
返
す
」
あ
る
い
は
「
何
度
も
く
り
返
す
」

の
意
味
と
し
て
お
く
。

「
御
」
に
つ
い
て
、
①
呉
鎭
烽
は
「
뎮
」
に
隷
定
し
、
作
器
者
名
と
し
、
殷
周

靑
銅
器
の
銘
文
中
に
み
え
る
同
字
の
例
を
と
り
あ
げ
、「
僆
」「
禦
」「

」「
隰
」

な
ど
と
讀
む
説
を
紹
介
す
る
。
こ
の
上
で
一
九
九
二
年
出
土
の
晉
侯
對

（
新
收

852

〜856

）
の
銘
文
に
同
字
が
ふ
く
ま
れ
て
い
た
と
こ
ろ
か
ら
、馬
承
源
の
「
隰
」

説
を
「
十
分
正
確
」
と
評
價
し
、
さ
ら
に
こ
の
説
を
ふ
ま
え
た
裘
錫
圭
の
「
襲
」

の
意
味
と
す
る
説
を
紹
介
す
る
。
②
朱
鳳
瀚
は
、本
器
と
晉
侯
對

の
「
뎮
（
御
）」

字
を
「
濕
」
に
讀
み
、
作
器
主
と
す
る
。
ま
た
、
깃
鬲
（
銘
圖2994

）、
깃
簋
（
銘

圖4921

）
を
と
り
あ
げ
、
と
り
わ
け
깃
簋
の
銘
文
末
に
は
「
用
作
父
乙
彝
」
と

あ
り
、
本
器
の
「
父
乙
」
と
共
通
す
る
と
こ
ろ
か
ら
、
三
者
に
何
ら
か
の
關
連
が

あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。

①
呉
説
、
②
朱
説
と
も
に
一
文
字
の
字
形
、
と
り
わ
け
「
絲
」
の
部
分
に
執
着

し
た
分
析
で
、
銘
文
の
書
體
や
銘
文
全
體
の
字
體
を
ふ
く
む
觀
點
か
ら
の
考
察
で

は
な
い
。

こ
こ
で
は
、「
銘
文
」
欄
の
前
書
き
に
記
し
た
よ
う
に
、
繁
體
が
多
用
さ
れ
て

い
る
と
こ
ろ
か
ら
、「
彳
」
と
「
止
」
と
「
絲
」
と
「
卩
」
と
か
ら
な
る
「
御
」

字
で
、「
絲
」
の
部
分
は
御
者
が
引
く
手
綱
の
象
形
と
し
て
理
解
す
る
。
な
お
、

こ
の
文
字
を
作
器
者
と
す
る
點
は
、
①
呉
氏
②
朱
氏
に
し
た
が
う
。

「

（
通
）」
に
つ
い
て
、
①
呉
鎭
烽
は
「

」
と
し
、「
前
・
前
引
・
引
導
」

の
意
味
と
し
、『
儀
禮
』
特
牲
饋
食
禮
の
「
尸
謖
祝
前
、主
人
降
」
の
鄭
玄
注
「
前
、

猶
導
也
」
を
引
き
、
作
器
者
で
あ
る
「
뎮
（
御
）」
は
樂
隊
の
指
揮
あ
る
い
は
樂

舞
の
前
導
の
役
割
を
す
る
と
解
す
る
。
②
朱
鳳
瀚
は
、
こ
の
字
を
「
從
之
、
同
聲
」

と
し
、「
通
」
に
讀
む
べ
き
で
あ
る
と
す
る
。「
通
」
は
「
得
、
達
、
至
」
の
意
味

に
も
用
い
ら
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
「
王
賞
」
を
「
得
る
」、あ
る
い
は
「
王
賞
」
に
「
達

す
る
」、
も
し
く
は
「
至
る
」
と
讀
む
。
そ
し
て
前
文
と
の
關
連
か
ら
、「
뎮
（
御
）

自
認
爲
是
因
其
舞
蹈
之
勤
奮
與
出
色
達
到
王
奬
賞
的
程
度
」
と
解
す
る
。

こ
こ
で
は
、
文
脈
か
ら
②
朱
説
を
採
り
、「
通
」
と
讀
む
。
そ
し
て
「
通
王
賞
」

は
「
王
」
の
「
賞
」
す
る
レ
ベ
ル
に
達
し
た
、
と
し
て
お
く
。

「
大
万
」
に
つ
い
て
、
①
呉
鎭
烽
は
、「
万
」
は
「
萬
武
之
萬
」
と
、
舞
の
總
稱

と
し
、「
大
万
」
と
は
「
萬
人
之
長
」（
裘
錫
圭
説
）
の
こ
と
と
す
る
。
ま
た
、「
万
」

は
樂
舞
に
從
事
す
る
者
と
す
る
。
②
朱
鳳
瀚
は
、「
大
万
」
は
「
家
族
名
號
」（
氏

名
）
で
あ
り
、「
万
」
は
樂
舞
を
職
業
と
す
る
家
柄
を
指
し
、こ
の
族
長
が
「
大
万
」

で
あ
り
、
樂
舞
で
商
王
室
に
仕
え
る
「
職
業
性
的
家
族
」
の
こ
と
で
、「
非
血
縁

職
業
團
體
」
の
名
稱
で
は
な
い
と
す
る
。
ま
た
、
戍
鈴
彝
（
集
成9894

）
に
み

え
る
「
万

」
は
作
器
者
で
、同
樣
の
身
分
の
者
と
す
る
。
③
李
家
浩
は
、「
大
万
」

の
み
え
る
銘
文
例
（
五
例
）
を
掲
げ
た
上
で
、
①
呉
氏
同
樣
に
裘
錫
圭
説
に
し
た

が
う
。
た
だ
し
「
大
万
」
を
作
器
者
と
し
て
銘
文
全
體
を
理
解
し
よ
う
と
試
み
る
。



御
尊

五
四

本
器
銘
文
中
の
「
六
月
」
は
、「
漢
語
習
慣
」
か
ら
す
る
と
、
銘
文
の
冒
頭
、
す

な
わ
ち
「
辛
未
」
の
前
に
あ
る
は
ず
と
し
、「
大
万
」
が
「
王
」
の
爲
に
「
大
鐘

之
樂
」
を
演
奏
、「
新
宜
呻
之
歌
」
を
唱
し
、「
十
個
樂
章
之
舞
」
の
の
ち
、
さ
ら

に
「
騰
跳
」
と
「
踊
跳
」
を
「
三
次
」
く
り
返
し
た
と
讀
む
。「
뎮
（
御
）」
を
連

詞
と
し
、
音
の
近
い
「

」
に
通
じ
、「
及
」
の
意
味
に
解
す
る
。
作
器
者
を
「
뎮

（
御
）」
と
せ
ず
、「
大
万
」
と
す
る
異
説
を
提
出
す
る
。
③
李
説
は
器
樂
・
聲
樂
・

舞
踊
の
三
本
軸
か
ら
銘
文
を
理
解
し
よ
う
と
の
試
み
で
あ
る
。

①
呉
説
、
②
朱
説
、
③
李
説
と
も
に
「
万
」
を
「
萬
」
と
し
、
音
通
を
そ
の
理

由
と
す
る
（
②
朱
説
）。
た
だ
、
張
亞
初
は
こ
の
字
を
「
丐べ

ん

」
に
讀
む
（『
殷
周
金

文
集
成
引
得
』、
中
華
書
局
、
二
〇
〇
一
年
、
一
二
八
八
頁
、4355

項
）。
こ
こ

で
は
銘
文
内
容
が
樂
舞
關
連
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
一
應
「
万
」
と
し
て
お
く
。

ま
た
、
③
李
説
に
つ
い
て
、
銘
文
の
「
六
月
」
を
全
體
に
か
け
る
讀
み
方
は
不
自

然
で
あ
り
無
理
も
あ
る
。
こ
こ
で
は
、「
六
月
」
ま
で
で
句
を
切
り
、
文
の
前
半

と
後
半
に
分
け
て
意
味
を
考
え
た
い
。
要
す
る
に
③
李
説
は
採
ら
な
い
。

訓
讀辛

未
、
婦
깻
宜
す
る
に
댬
の
大
室
に
在
り
、
王
饗
酒
し
、
新
宜
坎
を
奏
庸
せ
し

む
。
六
月
に
在
り
。
十
終
三
朕
を
魯よ

み

せ
ら
れ
、
御
王
の
賞
に
通い
た

り
、
用
て
父
乙
の

彝
を
作
る
。
大
万
。

現
代
語
譯

辛
未
の
日
に
、
婦
（
王
の
配
偶
者
。
妲
己
と
推
定
）
が
댬
に
あ
る
大
室
に
酒
肴

を
用
意
し
（
大
宴
会
の
準
備
を
し
）、
王
（
殷
王
。
紂
王
と
推
定
）
が
、（
賓
客
に
）

酒
を
振
る
舞
い
、「
新
宜
坎
」
を
演
奏
さ
せ
て
客
を
も
て
な
し
た
。
六
月
の
こ
と

で
あ
っ
た
。（
と
り
わ
け
、
長
時
間
に
わ
た
る
）
十
樂
章
を
三み

た
び度
演
奏
す
る
と
い

う
演
出
に
對
し
て
は
好
評
を
得
、（
大
万
の
）御
は
王
の
襃
賞
を
受
け
る
に
い
た
り
、

（
こ
の
襃
賞
を
記
念
し
て
）
父
乙
を
祀
る
た
め
の
尊
彝
を
作
っ
た
。
大
万
。

（
千
里
金
蘭
大
學
教
授
）


